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■ 全数把握疾患報告
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報告数
累積

報告数

5 44 14 200 229 3,623

3 43 12 244 167 3,705

6 25 102 490 1222 7,084

■ 定点把握疾患報告数

報告数
定点

当たり

定点
当たり
(前週)

報告数
定点

当たり
報告数

定点
当たり

新型コロナウイルス感染症 16 0.70 1.17 136 1.11 8,138 2.10

インフルエンザ 37 1.61 1.87 145 1.19 4,621 1.19

急性呼吸器感染症 821 35.70 23.30 5,305 43.48 181,270 49.38

ＲＳウイルス感染症 22 1.69 1.62 113 1.61 2,205 0.93

咽頭結膜熱 2 0.15 0.23 30 0.43 594 0.25

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 61 4.69 2.62 259 3.70 5,020 2.12

感染性胃腸炎 136 10.46 7.38 739 10.56 19,581 8.26

水痘 4 0.31 0.08 79 1.13 775 0.33

手足口病 0 0.00 0.08 2 0.03 126 0.05

伝染性紅斑 9 0.69 0.08 63 0.90 2,670 1.13

突発性発しん 2 0.15 0.23 26 0.37 652 0.27

ヘルパンギーナ 0 0.00 0.00 2 0.03 40 0.02

流行性耳下腺炎 0 0.00 0.08 5 0.07 129 0.05

急性出血性結膜炎 0 0.00 0.00 0 0.00 40 0.06

流行性角結膜炎 1 0.17 0.67 14 0.54 564 0.81

細菌性髄膜炎 0 0.00 0.00 1 0.07 8 0.02

無菌性髄膜炎 0 0.00 0.00 1 0.07 10 0.02

マイコプラズマ肺炎 2 1.00 1.00 2 0.13 114 0.24

クラミジア肺炎 0 0.00 0.00 0 0.00 2 0.00

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0 0.00 0.00 7 0.47 117 0.24
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結核

梅毒

北九州市 福岡県 全国（前週）

　第16週の感染性胃腸炎の定点あたりの報告数は、10.46と前週より、増加しており、保育施設等で集団発生の
報告が、2件ありました。吐物処理には次亜塩素酸ナトリウムを用いた消毒を行い、感染拡大を防止しましょう。
　第７週から10週連続で百日咳の報告が続いており、累計25件（０歳２件含む）となりました。百日咳は、特有の
激しい咳を特徴とする急性の気道感染症で、患者の咳やくしゃみを介した飛沫感染と手指を介した接触感染でか
かります。1歳未満の乳児、特に生後6カ月未満の乳児は重症化しやすく、まれに死に至ることもあります。成人
では軽症で済むことがありますが、ワクチン未接種の新生児・乳児へ感染させることがあり、注意が必要です。職
場や学校のみならず、家庭内でも「咳エチケット」を心がけましょう。

病名

（報道発表資料）

令和7年4月24日

北九州市保健福祉局保健企画課

（担当：吉野、河﨑）

電話：０９３－５２２－５７２１

百日咳

※全国のデータについては、更新時期が北九州市および福岡県の翌週となるため、前週の情報を掲載しています。
○北九州市感染症情報ホームページ(https://www.city.kitakyushu.lg.jp/ho-huku/18300149.html)もご参照下さい。

病名

北九州市 福岡県 全国（前週）

※データは速報値として公開するものであり、後日修正される場合があります。


